
，９
　
じ
　
し

が
い

京
都
・宇
治
市
街
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
府
宇
治
市
宇
治
妙
楽

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
四
年

（平
１６
）
人
月
１

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
宇
治
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
浜
中
邦
弘

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
五
世
紀
、
九
世
紀
―

一
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

宇
治
市
街
遺
跡
は
、
宇
治
市
中
心
部
の
中
宇
治
地
区
と
ほ
ぼ
重
複
し
て
所
在

す
る
集
落
遺
跡
で
あ
る
。
遺
跡
は
宇
治
川
を
挟
ん
で
両
岸
に
展
開
し
、
東
岸
部

を
川
東
地
区
、
西
岸
部
を
川
西

地
区
と
呼
ん
で
区
分
す
る
。
平

等
院
は
西
岸
部
に
あ
り
、
宇
治

市
街
遺
跡
川
西
地
区
は
平
等
院

西
方
に
広
く
展
開
す
る
。

今
回
の
調
査
地
は
、
鳳
凰
堂

の
西
約
四
〇
〇
ｍ
、
中
宇
治
地

区
の
中
心
部
に
あ
た
る
。
調
査

面
積
は

一
三
〇
〇
ポ
で
、
宇
治

市
街
遺
跡
で
は
最
大
規
模
の
調
査
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
現
地
表
面
下
約

一
・
五
ｍ
で
江
戸
時
代
、
そ
の
Ｏ

・
二
ｍ
下

で
古
墳
時
代
中
期
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
各
遺
構

。
遺
物
が
多
数
検
出
さ

れ
た
。

木
簡
出
土
遺
構
は
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
の
遺
構
面
で
検
出
さ
れ
た
。
ω
②
は

廃
棄
土
坑
Ｓ
Ｋ
九

一
か
ら
出
土
し
た
。
埋
土
は
大
き
く
四
層
に
分
か
れ
、
木
簡

は
そ
の
最
下
層
に
含
ま
れ
て
い
た
。
同

一
層
内
の
共
伴
土
器
は
な
い
が
、
そ
の

直
上
の
層
か
ら

一
七
世
紀
後
半
の
土
師
器

・
陶
磁
器
が
出
土
し
て
お
り
、
木
簡

も
概
ね
そ
の
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

③
は
井
戸
Ｓ
Ｅ

一
四
か
ら
出
土
し
た
。
井
戸
は
上
部
が
縦
板
組
無
支
持
、
下

部
が
石
組
円
筒
形
の
構
造
を
呈
す
る
。
直
径
は
○

・
八
ｍ
程
と
小
さ
い
。
湧
水

が
著
し
く
完
掘
で
き
て
い
な
い
。
木
簡
は
そ
の
最
下
層
で
出
土
し
、
土
器

・
陶

磁
器

・
瓦
が
共
伴
し
た
。
概
ね
江
戸
時
代
に
属
す
る
が
、
最
下
層
で
は
時
期
の

全
く
異
な
る

一
三
世
紀
の
土
師
器
な
ど
も
出
土
し
て
お
り
、
遺
構
の
重
複
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
木
簡
①
の
年
代
特
定
は
難
し
い
。

ω
は
直
径
約

一
・
七
ｍ
の
円
形
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
六
四
か
ら
出
土
し
た
。
現
存
の

深
さ
は
約
○

・
三
ｍ
。
掘
形
は
垂
直
に
掘
り
込
ま
れ
、
埋
土
は
淡
黄
色
砂
の
真

砂
土
状
で
あ
る
。
木
簡
は
土
坑
中
央
に
正
位
で
垂
直
に
立
ち
、
全
体
と
し
て
ほ

ぼ
埋
土
内
に
埋
も
れ
た
状
況
で
あ
っ
た
。
木
簡
下
端
部
は
土
坑
底
に
は
直
接
付

か
ず
粘
土
塊
が
付
着
し
て
い
た
。
こ
の
粘
土
は
木
簡
を
固
定
す
る
た
め
の
も
の

と
み
ら
れ
、
木
簡
据
え
付
け
後
、
砂
に
よ
つ
て
土
坑
全
体
を
埋
め
た
も
の
と
理

(京都東南部)



2004年出土の木簡

解
で
き
る
。
木
簡
の
記
載
内
容
に
基
づ
け
ば
、
砂
加
持
の
遺
構
の
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。

な
お
、
調
査
地
は
地
下
水
位
が
高
く
、
木
簡
を
は
じ
め
と
す
る
木
製
品
が
、

全
時
代
を
通
じ
て
極
め
て
良
い
状
態
で
残

っ
て
い
た
。

木
簡
以
外
の
文
字
資
料
と
し
て
は
、
墨
書
土
器
二
点
と
墨
書
石
が
あ
る
。
墨

書
土
器
は
土
師
器
と
灰
釉
陶
器
の
底
部
に
そ
れ
ぞ
れ
墨
書
さ
れ
、
前
者
は

「
ニ

モ
」
「
ナ
リ
」
だ
け
が
読
め
、
後
者
は

「筑
」
の

一
文
字
が
判
読
で
き
た
。
土

師
器
は
廃
棄
土
坑
Ｓ
Ｋ
三
九
六
か
ら
の
出
土
で
、
共
伴
遺
物
か
ら

一
二
世
紀
後

半
に
、
灰
釉
陶
器
は
そ
の
諸
特
徴
か
ら

一
〇
世
紀
前
半
頃
に
比
定
さ
れ
る
。
宇

治
に
お
け
る
墨
書
土
器
の
例
は
、
広
野
廃
寺
出
上
の
三
点

（判
読
で
き
た
の
は
一

点
の
み
で

「安
」。
土
師
器
皿
底
部
に
墨
書
）
し
か
な
く
、
今
回
出
土
の
資
料
は
宇

治
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
も
貴
重
な
情
報
と
な
っ
た
。

墨
書
石
は
、
平
安
時
代
後
期
の
礎
石
建
物
の
礎
石
据
付
掘
形
か
ら
出
土
し
た
。

文
字
は
判
読
で
き
な
い
。
材
質
は
砂
岩
で
あ
る
。

。
「
＜
ｏ
□
□
□
□
□
日
日
日

日
日
国

（
Ｐ
∞
∞
）
×
ω
∽
×
∞
　
ｏ
∞
Φ

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

廃
棄
土
坑
Ｓ
Ｋ
九

一

①

　

「
ぶ
り
う
り

の
□
う

ヘ

ｏ
袋
奉
□

②
　
。
「
＜
　
□
之
□

ｏ
星
野
宗
以
様

〔十

一
月
出
〔日
ヵ
〕

井
戸
Ｓ
Ｅ

一
四〔き

力
〕

①
　
。
「
＜
□
□
□

。
「
＜
口
□
□

円
形
土
坑
Ｓ
Ｋ
六
四

ω
　
。
大
安
臨
急明

治
四
十
□
年

□
　　
　
臥初
日

午
前
八
時

（
Ｐ
］
ヽ
）
×

Ｐ
∞
×
ω
　
ｏ
∞
ｏ

（
］
『
∞
）
×
Φ
∞
×

Ｐ
∞
　
ｏ
Ｐ
ｏ

与言
林
幽
庵

」

大
甲
大
甲
大
甲
大
甲
」

岸
ｏ
『
×

Φ
μ
×

］
　

ｏ
岸
岸



)(

⑪
は
折
敷
の
転
用
材
と
考
え
ら
れ
る
。
下
部
は
わ
ず
か
に
原
形
を
無
つ
。
柾

目
。
上
部
に
あ
る
穿
孔
は
、
墨
書
面
か
ら
直
接
釘
状
の
も
の
で
叩
い
て
打
ち
付

け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
ふ
り
う
り
」
は
振
り
売
り
の
意
味
か
。

②
は
頭
部
に
両
側
か
ら
浅
い
切
り
込
み
を
入
れ
て
い
る
。
下
部
は
欠
損
し
て

い
る
。
柾
目
。
上
部
に
あ
る
穿
孔
は
最
低
三
回
穿
っ
た
痕
跡
が
窺
え
る
。
星
野

(4)

(いずれも赤外線画像)

宗
以

（
一
七
九
七
十
一
仝
一死
）
は
宇
治
茶
師
の
中
で
最
も
格
式
の
高
い
御
物
茶

師
で
、
宇
治
橋
西
詰
南
側
に
広
大
な
屋
敷
地
を
も

つ
て
い
た
。
林
幽
庵
は
管
見

の
限
り
不
明
。

０
は
下
部
に
切
断
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
片
面
だ
け
丁
寧
に
仕
上
げ
て
い

る
。
頭
部
は
両
側
か
ら
台
形
状
の
切
り
込
み
を
入
れ
て
い
る
。
板
目
。

④
は
上
部
が
や
や
欠
損
し
て
い
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
完
形
に
近
い
。
上
部
は
山

形
状
を
呈
す
る
。
柾
目
。
「明
治
四
十
□
年
」
は
、
現
状
で
は
墨
が
薄
れ
確
認

で
き
な
い
が
、
出
土
当
時
の
観
察
知
見
で
は
、
コ
正

ま
た
は

「三
」
と
判
読



2004年出土の木簡

で
き
た
。
大
安
を
六
曜
に
基
づ
く
も
の
と
す
れ
ば
明
治
四
二
年
八
月
二
〇
日
と

な
る
。
「大
安
臨
急
」
は
、
「大
安
」
を
六
曜
に
基
づ
く
も
の
、
「鴫
急
」
を

「急
急
如
律
令
」
と
同

一
の
も
の
と
考
え
る
と
、
す
み
や
か
に
大
安
に
な
れ
と

い
う
念
願
成
就
の
意
味
に
捉
え
得
る
。
遺
構
の
状
況
な
ど
か
ら
現
地
に
お
い
て

何
ら
か
の
儀
式
が
執
り
行
な
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
中
段
の
四
行
は
そ
の

儀
式
を
執
行
し
た
吉
日
時
を
指
し
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
下
段
の

「
二
大

甲
」
に
つ
い
て
は
、
同

一
文
字
で
は
な
い
が
醍
醐
寺
の

「修
験
最
勝
恵
印
三
味

耶
法
玄
深
口
決
」
翁
修
験
聖
血
豊
第
二
篇
）
に

「
二
大
合
」
の
文
字
が
列
記
さ
れ

た
修
法
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
九
字
法
の
印
法
を
示
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
こ

れ
を
同

一
の
も
の
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、
木
簡
で
は
四
回
列
記
さ
れ
て
お
り
、

印
を
四
回
結
ん
だ
行
為
を
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ま
で
考
古
学
的
な

類
例
は
管
見
の
限
り
な
く
、
今
後
と
も
課
題
に
挙
げ
考
究
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
綾
村
宏

・
吉
川

聡

・
渡
辺
晃
宏

・
馬
場
基

・
山
本
崇
の
各
氏
と
宇
治
市
歴
史
資
料
館
の
坂
本
博

司
氏
、
木
簡
い
の
解
釈
に
つ
い
て
は
天
理
大
学
の
飯
島
吉
晴
氏
、
ま
た
出
土
遺

物
の
年
代
観
に
つ
い
て
は
大
手
前
大
学
の
中
井
淳
史
氏
と
立
命
館
大
学
の
山
中

信
人
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
写
真
は
奈
良
文
化
財
研
究
所
の

中
村

一
郎
氏
の
撮
影
に
よ
る
。

（浜
中
邦
弘
・
大
原
　
瞳

・
表
原
克
代
）

う

ち

さ
と

は

っ
ち

ょ
う

京
都
。内
里
八
丁
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
府
人
幡
市
内
里

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
〇
次
調
査
　
一
一〇
〇
三
年

（平
１５
）
四
月
―
二
〇
〇

四
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑫
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
引
原
茂
治

・
増
田
孝
彦

・
高
野
陽
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

内
里
八
丁
遺
跡
は
、
木
津
川
西
岸
の
自
然
堤
防
上
に
位
置
す
る
、
広
範
囲
に

わ
た
る
集
落
遺
跡
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
第
二
京
阪
道
建
設
や
府

道
新
設
工
事
に
伴

っ
て
調
査
が

行
な
わ
れ
、
弥
生
時
代
か
ら
中

世
に
か
け
て
の
複
合
遺
跡
で
あ

部
　
　
＞」
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

雨

ま
た
、
奈
良
時
代
の
古
山
陰
道

朝　
の側
溝
と
考
え
ら
れ
る溝
な
ど

ぐ

も
検
出
さ
れ
て
い
る
。




